
新潟こども保育カレッジ 

令和元年度事業計画 

 

１ 基本方針 

（１）教務指導 

①学習習慣が身に付いた活動的な学生を育てる。 

②学校全体を活発で明るい雰囲気にする。 

③コミュニケーション能力のある学生を育てる。 

④あいさつ、返事など基本的な生活習慣マナーについて指導を強める。 

⑤人間の多様性を認め、関係作りができる「心の教育」を行う。 

⑥アクティブ・ラーニングを推進し、能動的かつ積極的に学ぶ学生を育成する。 

⑦資格取得と卒業を必須の目標とし、退学者を出さない教職員全体の支援体制。 

⑧文化・芸術・福祉・自然・地域貢献など多分野での学びを習得できる学校行事を行う。 

 

（２）就職指導 

①学生との面談機会を増やし、進路情報の共有を図る。 

②学生自身が自己分析をし、進路の適性を考えたキャリア教育を推進する。 

 

（３）業務遂行上のルールの徹底 

①会議における議事録の作成と関係者による確認 

②報告の徹底 

③法令順守 

④働きやすい職場環境の整備 

⑤ICT 等の活用を図り、情報共有の効率化を図る。 

 

２ 主な事業計画 

（１）保育分野・幼児教育分野を志す学生に対し、人間力を高める活動を実施する。 

・ボランティア、レクリエーション等で親睦を図る活動を行い学生の自主性、コミュ

ニケーション能力を育成する。回数は２回程度を予定する。 

・保育施設、福祉施設、小学校などとの連携した活動はインターンシップにもつなが

る有意義な活動として、積極的に計画・実施を進める。 

 

（２）就職講演会の実施 

①現役の園長・保育士・社会福祉関連の職業人他、他分野の専門職業人など幅広い層

から社会人として必要な心構え、実際の仕事を行う上で必要な知識・マナーを習得

する。 



②講演会の内容についてレポートを作成することで、他の人の話を聞き自分の考えを

まとめる訓練を行う。 

 

（３）学生募集活動の強化 

①保育現場に要される保育士育成のため、他校にはない心理学・障がい児保育の学び

を強化していることを表出していく。 

②時間をかけた丁寧な指導を実施できる「保育士コース」・2 年で保育士と幼稚園教諭

免許取得が可能な「保育士・幼稚園教諭コース」・保育士と幼稚園教諭の双方の専門

性を万全に学べる「保育士コース＋幼稚園教諭専攻コース」の 3 コースそれぞれの

利点をしっかり伝え、ニーズに応えた学びの提供が可能である広報を行う。 

③就職先として、公立保育園を目指す学生へのサポートとし「教養試験対策講座」で

合格指導に努める。 

④学生、保護者へのアンケート調査等を行い、学生のニーズを再認識し、ニーズに答

えられるような教育活動を展開する。 

⑤学校組織マネジメントを考え、PDCA サイクルを展開し、目標を達成する。 

 

（４）施設設備の効率的な使用と清掃に努め、コスト削減と清潔感のある校舎を作る。 

①昨年度、教務室の改修を行った。より効率よく活用できる教務室にする。 

②多くの学生が入学する予定なので、学生の学習環境を充実させる。 

③学習の効率化や職員間の情報共有として、ICT の活用をより充実させられるように、 

情報設備の充実、最新機器への更新を図る。 

 

３ その他 

高等教育無償化制度支援対象校の申請。 

教職員研修の充実。 


